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＜連絡事項＞

· 労働者代表の信任投票を3/5（木）までに、正職員全員が投票すること。

· 清水頭　翼様が今週中に見学予定。

· 嗜好調査を実施。締め切り3/6まで。

· 経過連絡表の締切日、3/7まで。

· 3/4講演会「デンマークの福祉」あり。（参加者：上野、竹内）

· プログラムテキスト（栄養指導、作業療法、就労支援）を所定場所に戻すように。

＜外来患者様情報＞

· 晴山　美智子様～体重103ｋｇ。「母が入院する。これから入院費がかかるから美味しい物が食べ　

れなくなる」と話し、昨日焼肉屋に行って食べていたとのこと。

· 森田　清助　様～「風邪は治ったが、体がだるいから通所は休む」と話されている。

· 我満　奈津紀様～「風邪は治った」と報告されている。外出中に転倒して骨盤を打撲したとのこと。

「掃除はしっかり行っている。洗濯は週に2回やらないと間に合わなくなってきた」と話されている。

· 本田　英之　様～青山荘スタッフ同伴で受診している。1年間様子を見ながらハローワークに通う　

とのこと。本人様より「太平洋金属みたいに、工場勤務がしたい」と話されている。本日、2週間ぐっすり眠れたとの事で、睡眠薬は処方していない。

· 岩織　由美子様～1人で外来受診され、「5月に退所が決まりました。今は娘と旦那とは仲良くなっ　

た」と話されている。

· 田向　玲美　様～精神の本を図書館から借りてきて「うつ病、統合失調症、認知症は治るんですよ」　

「CTを撮りたい」「ナッツやマグロを食べると治るから食べるようにしている」と主治医に本を見せながら話されている。また「お父さんのセクハラはなくなった」と報告されている。現在の体重93.2ｋｇ。

· 田中　一　　様～昨日の昼に滑って転んで左足を捻挫したとのこと。外傷には異常見られず、湿布　

処方となっている。主治医より足を上げて歩くようにとアドバイスあり。

· 高橋　百壽　様～採血の結果、血糖値120ｍｇ/ｄｌ、ＨＡ1ｃ5.6ｍｇ/ｄｌ。アマリールが減薬と　

なっている。現在の体重74ｋｇ。

＜青明舎登録者情報交換＞

· 長瀬　紘一郎様～これまで、要介護状態区分「要支援1」でしたが、今回介護保険の更新したとこ　

ろ、「要支援2」へと変更あり。2/27（金）、包括支援センター担当者が自宅訪問し、ケアプランの見直しを行っている。現在、毎週土曜日に１時間程ヘルパー利用していますが、本人からは週１回の限られた時間内では、やれることも限られてしまうとのことで、サービスの可能な限り利用日数を増やしたいとの希望を話している。今後本人様の希望については、3/6の14：00～本人様自宅にて関係機関・家族で再度検討していくこととしている。

⇒随時、情報提供を行っていく。

· 駒木　学　　様～本日訪問している。薬が変更で、睡眠薬増量となっている。「デイケアは今週は　

行かない」と話されている。他メンバーの死が原因で幻聴が増えているとのこと。主治医より「デイケアに行くのが大変なら無理せずに休むように」と説明されている。青明舎訪問時やデイケア来所時、本人の話を聞き状況確認を行っていく。

· 川口　八寿子様～今月一人旅の計画を立てている。3月中旬を目途にうみねこ幸房の正式利用の検　

討を行っていく。3/13頃にケース会議を予定。本人様の希望で、うみねこ幸房を週2回利用したいとのことで、主治医より様子を見てから行っていくと伝えている。

· 袴田　隆裕　様～2/28に青明舎に電話連絡があり。「現在就労している日々木について、友人から　　

の情報で、おいらせ町に新しい事業所が出来るからそっちに行きたい」と本人様情報あり。本人様へは就労時間の4時間がクリアし、仕事を覚えて半年～1年利用してから考えても良い事伝えている。

⇒通所側でも統一した対応を実施していく。

· 大久保　律子様～2月27日、19時50分に八戸赤十字病院救急センターの椎名先生より架電、

　　　　　　　　　　自分で首を絞めたと受診したとの連絡、生命的には問題なく処置が終了したが

　　　　　　　　　　精神科的治療が必要との事で20時35分当院受診。抗不安薬7日分処方受けて

　　　　　　　　　　いる。いろいろ悩みがあり死のうと思ったとの事。1番の悩みは「雷が怖いから

　　　　　　　　　　実家に帰りたい｣との事、｢映画を観て感動し考え込み、落ち込んだ｣等話され

　　　　　　　　ていた様子。3月6日(金)に受診予定となっている。来所時は本人の訴えを聞き、不安の軽減を図っていく。
· 前野　義勝　様～他メンバーとの食事会の件で面談しており、今後米は持参することで納得されて

いる。本人様より「米は一括で渡そうと思っていた」と話されていた為、食事会で食べる分を毎回持っていくように伝えている。

⇒金銭的な面でトラブルにならないように様子観察とする。

· 柳町　信之　様～本来11：30外来受診であるが、外来日に12：30に来所され、時間外であった為、

診察せずに、薬のみ処方となっている。今週から外来時間を9：30に変更となっている。本人様より「寒いから今は街には行っていない」と情報あるが、スタッフが街に外出しているのが確認されている。また、先月より体重が+2ｋｇとなっており「スタッフよりお菓子を2袋食べても良いとテレパシーで送られてきた」と話されている。スタッフより間食は200kcal以内で抑えるように再度指導している。現在の食事内容が、朝食にロールパン1個、昼食にラーメン1個、夕食にそうめん半束、その他に卵2個などを摂取しており、食事の偏りがあること説明し指導を行っている。本人様、自立したい事訴えている。

⇒今後も引き続き様子観察とし、来所時は生活状況の確認を行っていく。。

＜利用者様情報＞

· 川口　八寿子様～昼食後薬を自宅に忘れて来所されている。本人様より「薬を取りに行くのが面　

倒。飲まなくても良いかな」という発言聞かれており、本日、外来受診し処方となっている。

· 江刺家　陽輝様～本日来所されている。様子としては、ボーっとした表情で、反応の鈍さみられて

いたが、スタッフが話し掛けることで反応も良くなっている。本人様より幻聴の訴えあり。「ずっと休んでいたから、今日から毎日来所して、定時までいたい」とスタッフに話されている。スタッフより無理しないように伝えている。

　　　　　　　　　　⇒今後も病状の変化に注意し、様子観察とする。　　　　

· 下町　サン子様～生活保護うち切りとなったと青風荘より情報提供あり。

· 神山　和典　様～最近尿意を我慢する事が出来なくなったと話しており、「幸房の仕事で外に出た　

時に大変なんです」と話す。尿意を感じると、直ぐにトイレに行かなくては間に合わない状況である事を報告される。　

＜利用者様事例検討＞

○菅野　勝利様（65）　　診断名：統合失調症　　合併症：糖尿病、高血圧、脂質異常症

　　～デイケア治療計画～

①定期的なデイケア通所を通じて生活リズムの確立を図る。

　　　　　②通所時、本人の生活状況の確認を行い、不足している部分はアドバイスする。

　　～最近の状況～

・毎日、家から出て外出されている。

・「寒くて外に出れない」と話され、活動量が低下している。体重が+2ｋｇとなっており、主治医からも減量の促しがある。

・食生活は野菜不足が見られている。

・採血の結果は、尿糖+4である。

・体重69.8ｋｇ。（昨年8月：65ｋｇ）

・「ご飯量が少ない」と話され適正量より多く盛り付ける傾向あり。

・他施設で週2回の入浴サービスを利用。時々、尿臭あり。

・金銭面は改善され、保護費+1万円（姉から）で生活できているとのこと。

　　　　　・乾燥肌で体が痒いとのこと。

～今後の対応～

・体重減少を図るために時間がある時はウォーキングを促す。

・清潔面の維持を行い、肌にクリームを塗って保湿を保つ。










